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平成２９年度東洋学研究情報センター機関推進プロジェクト実施報告書（項目１～６） 

 

１．プロジェクト名 WebAPI 化による東洋学研究情報センターデジタルデータベース資

源の新たな活用モデルへの対応と実証研究 

 

２．申請研究者 藤岡洋 東洋文化研究所・助教 

  共同研究者 松田陽 東京大学大学院人文社会系研究科文化資源学・准教授 

 

３．研究期間 平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日（２年間） 

 

４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400字程度） 

 東洋学所研究情報センター（以下、センター）には現在 23個の保守状態に入ったデジタ

ルデータベース（以下、DB）が稼働中である。その多くは 2000 年代に構築され、アクセ

スログ解析によりそのすべてが利用されている状態といえる。一方 2010年代からは徐々に

DB利用方法は新たなフェーズに入っているといえる。それは人文科学が従来踏襲してきた

文献引用をモデルとする「閲覧」からデジタル情報を直接ネットワークを介して行う引用な

いし「活用」への拡張である。現在、センターDBでこのフェーズに基づいているものはな

く、また国内外のほとんどの DBが同じ問題を抱えている。 

 本プロジェクトでは、センターDBからその核であるデータマトリクスを抽出し、利用者

発の DBを構築も可能にする WebAPI として提供することで、人文社会科学が遅かれ早か

れ取り組まざるを得なくなる新たな DB利用方法論について実証と考察を行う。 

 

５．今年度の研究実施状況（400字程度） 

 昨年度の研究調査で、稼働中のデータベースのほとんどにデータスキーマとプログラム

構成図がほとんど残されていないことが判明した。そのため、本年は図書館情報学を専門と

する本研究所の特任研究員と共同で「東洋文化研究所所蔵漢籍目録」および「貴重漢籍善本

全文画像」データベースのデータ構造とそのプログラムの再構成を試みた。これら二つのデ

ータベースは完全に外部委託によるプログラム開発であったことから、引き続きの解析が

必要となるものの、この試みは大型データベースのリビルドを意味し、データベース発のデ

ータベースというデジタルネイティブ時代に相応しい試みであった。また元当研究所助手

でもあった白鳥芳朗の残した 8mm フィルムのデジタル化資料を WebAPI 化する試みを通

じて、暫定的かつ簡易的なものではあるもののスキーマの共同開発・検証を可能にするシス

テムの構築に着手した。 

 



 

６．今年度の研究成果の概要（400字程度） 

 データベース発の多様な利用可能性について、本年は２つの試みをなした。一つはデータ

ベースリビルドを通じてデータベース発のデータベース構築の着手。もう一つが、WebAPI

ネイティブのデータベースのプロトタイプ実験であった。また、デジタル化されていくデー

タリソース全般の利用可能性というテーマで共同研究者として参加している日文研プロジ

ェクトの研究成果として刊行された出版物（『動員のメディアミックス』,思文閣出版,2017）

に所収された拙稿「プログラミングによるレイヤー実装構想と抽象化の壁」では、多様なデ

ータ利用可能性のモデルとしてレイヤー概念の整理が必要であることを明らかにし、しか

も現在までのプログラミング思想ではレイアー実装が二つの形態（代入とストリーム）に収

束せざるを得ないことを解明した。 

 


